






























































(昭和八年人月就任、昭和十二年一月退任)、 村井曽太郎 (同前)、 本村米蔵 (同前)、 山
崎作次郎 (昭和八年人月就任、退任は不明)が昭和七年九月からの任期について委嘱を
受せけた。智恵文では、昭和七年一二月から始まる任期に、水野悦次郎、佐藤篤司、北
野長栄 (途中退任)、 北野七郎右衛門 (昭和一〇年に委嘱)が委嘱された。
昭和九年の智恵文村 「事務報告」では、水野、佐藤、北野長栄の三名が北海道方面委
になっており、この年の生活困窮者の施療状況についても次のように記録 している。
































































食費  人員六五 延人員二、○四〇 金額六〇四 五〇〇
施薬費 人員五1 延人員一二五 金額四〇 五〇〇
埋葬料 人員‐―  金額七 〇〇〇‐







食費 人員‐七四 延人員三、〇四五 金額七人九園OoO
施薬1費 人員一 延人員=金額二凰





食費   人員一一二 1延人員三‐、七四九 金額七七六園一〇〇
施薬費 人員四 延人員一七二 金額五二回四〇〇
52
就業資料費 人員二 金額一四園○○○




食費 人員一一七 延人員三、人三〇 金額七六二回二五〇
金額三一回五〇〇施薬費   人員― 延人員一〇五
就業資料費 人員 ― 金額 ―















ー、 保導委員線會   年一回以上
二、 代表保導委員會  年四回以上


































































































スル委員又ハ吏員等設置参考資料送付ノ件」 (大正九年二月十五 日 地奎乙一一一琥内務省
地方局長通牒)には、「方面委員、救済委員其ノ他社會事業二開スル機関調」が「別紙」とし









での福祉の学びJに「賑llllL規則」や 「保導委員 (制度)」 を加えることは、時代錯誤なのかも
知れない。しかし、歴史という過去のなかには、「当時の事実Jが含まれ、それが、今、生活
する人々の日におかれた時、そこに「あの日の明と暗への追究と再評価が生み出されるかも
しれないJということを、福祉を学ぶもは忘れてはならないひとつのように思えてならない。
(この整理で利用させていただいた「函館についての史資料Jは、函館在住の25余年前に、当時の「函
館図書館」から「論文作成を目的」として複写、提供をうけたものである。心から感謝を申し上げます。)
